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はじめに 

[HP Retail Peripheral Agent]は、リテール端末に接続されたリテール周辺機器に関する情報

をリモートで動的に取得するために使用できるサービスです。[HP Retail Peripheral Agent]

は、36のUPOSデバイス クラスをすべてサポートしています。 

[HP Retail Peripheral Agent]の主な目的は、CIM（Common Information Model）オブジェクト マ

ネージャーと管理対象のPOS（Point-of-Sale）ユニットの間の仲介者として機能することで

す。[HP Retail Peripheral Agent]サービスによって収集された情報は、暗号化された形式で

ローカルに保存されます。管理機能アプリケーションはこの情報にアクセスして分析を実

行できます。[HP Retail Peripheral Agent]は、[HP TechPulse]（http://www.hp.com/go/daas/ （英

語サイト））アプリケーションに対応し、直接パスを持つように設計されています。 

http://www.hp.com/go/daas/
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[HP Retail Peripheral Agent]は、リテール デバイス管理情報の報告機能に加えて、リテール 

エクスペリエンスを強化するために以下の機能を提供します。 

 予防のための戦略：[HP Retail Peripheral Agent]には、分析のしきい値をリテール周

辺機器ごとに手動で設定し、分析のために管理機能ソフトウェアにデータを報告

する機能があります。目標は、リテール デバイスの使用状況をお客様に通知（つ

まり、それぞれのリテール デバイスのライフサイクルを通した稼動時間数、レシー

ト プリンターのライフサイクルを通した累積用紙カット回数、MSRの正常なカー

ド スワイプ回数などを報告）し、しきい値の状態に基づいて、故障する前にお客

様が機器を交換できるようにすることです。 

 監視および警告のオプション：[HP Retail Peripheral Agent]には、リテール スペース

で発生することがわかっているデバイスの信号をチェックする追加の監視機能も

含まれています。USBキャッシュ ドロアー デバイスの落下や、ハンドヘルド スキャ

ナーが誤って接続解除されたなどのイベントに加えて、USBメモリの接続または取

り外しを監視し、インシデントを指定されたITスタッフや現地スタッフなどに電子

メールで報告できます（SMTPポート番号587、代替SMTPポート番号465、初期設定

の発信元メール サーバー：rposserver@gmail.com）。 

 

前提条件 

[HP Retail Peripheral Agent]の要件は以下のとおりです。 

 オペレーティング システム：Windows 10 ProまたはWindows 10 IoT 

 HP製PC 

 フレームワーク：Microsoft .NET Framework v4.6 

 UPOSドライバー：CCO v1.14および周辺機器のOPOSドライバー スタックのサポート 

 オプションのエージェント：[HP TechPulse]

（https://www.hpdaas.com/wizard_download/ ）または代替の管理機能ソフトウェア 

HP製のリテール周辺機器に関する全般的な情報およびUPOS v1.14の仕様は、以下を参照し

てください。 

 HP POS構成ガイド： 

http://h10032.www1.hp.com/ctg/Manual/c05837004 （英語サイト） 

 

 UPOS v1.14の仕様： 

https://www.omg.org/retail/unified-pos.htm （英語サイト） 

https://www.hpdaas.com/wizard_download/
http://h10032.www1.hp.com/ctg/Manual/c05837004
https://www.omg.org/retail/unified-pos.htm
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インストールおよびセットアップ 

[HP Retail Peripheral Agent]をインストールするには、以下の操作を行います。 

[HP Retail Peripheral Agent]のSoftpaqインストーラーを実行します。GUIに従ってインス

トール プロセスを完了します。 

画面1：初期コンポーネントの説明の例 

 

画面2：Softpaqの使用許諾契約（EULA） 
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画面3：インストール パッケージがインストールされる場所 

 

[Next]（次へ）を選択すると、インストールが完了して自動的に閉じます。 

サイレント インストールを実行するには、[HP System Software Manager]（http://www8.hp.c

om/us/en/ads/clientmanagement/overview.html?404m=rt404Mb,cache-ccto0#overview（英語サ

http://www8.hp.com/us/en/ads/clientmanagement/overview.html?404m=rt404Mb,cache-ccto0%23overview
http://www8.hp.com/us/en/ads/clientmanagement/overview.html?404m=rt404Mb,cache-ccto0%23overview
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イト））を使用するか、リモート展開用のサイレント スイッチを付けて、以下のようなコ

マンドライン文字列を実行します。 

サイレント スイッチ：sp9****.exe /s 

 

インストールが完了すると、サービスは自動的に開始されます。 

正常にインストールされると、[HP Retail Peripheral Agent]のファイル コンテンツは

「C:\Program Files (x86)\HP\HP Retail Peripheral Agent」に格納されます。 

[HP Retail Peripheral Agent]サービスのステータスを確認するには、以下のコマンドライ

ンを入力します。 

- sc query “HP RPOS Agent Service” 

このコマンドで「実行」ステータスが返された場合、サービスはアクティブであり、

動作中の状態です。このコマンドで「停止」が返された場合、サービスは実行されて

いません。サービスが停止している場合は、イベント ビューアーでエラー コードを確

認してください。 

 

同様に、[HP TechPulse]サービスを使用している場合は、以下のコマンドを実行してス

テータスを確認できます。 

- sc query “HPTouchpointAnalyticsService” 
 

[HP Retail Peripheral Agent]を構成するには、インストール パスに移動して、「HP Retail 

Peripheral Agent Configuration Utility」（HP Retail Peripheral Agent設定ユーティリティ）

（RPOSAgentUtility.exe）を実行します。このツールでは、以降のセクションでISVのさま

ざまな環境要件を満たすようにカスタマイズできます。 

 [Report Scheduler]（レポート スケジューラ）：このセクションには、周辺機器のデー

タを収集するタイミングを設定するためのオプションがあります。初期設定では、

デバイス  データの収集が開始される時間は午前3:00です（図1の[Update Retail 

Peripheral Agent Report]（リテール周辺機器のエージェント レポートの更新）フィー

ルドを参照してください）。[Update Retail Peripheral Agent Report]（リテール周辺機

器のエージェント レポートの更新）は変更可能なフィールドであり、閉店時間や

特定のアイドル時間など、希望の時間に編集できます。オプション設定は以下のと

おりです。 

o ポーリング オプションが選択/有効にされている場合、サービスはUPOSの排

他的使用の指定に従ってデバイスの可用性を検索します。すべてのデバイ

スが利用可能である場合は分析のためにデータを収集し、利用できないデ

バイスがある場合は次の時間に再度確認します。その日の23時までにすべ

ての周辺機器からデータが収集されます。まだ排他的使用の状態にある周

辺機器については、NULL値が返されます。データは、ローカルに保存するこ

とも、DaaSクラウド ストレージ プロバイダーにアップロードすることもで

きます。 
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o ポーリングが選択されておらず、[Update RPOS Agent Report]（RPOSのエー

ジェント レポートの更新）のみが選択されている場合は、設定された時間

にすべての周辺機器からデータが収集されます。まだ排他的使用の状態に

ある周辺機器については、NULL値が返されます。 

o ポーリングが選択されておらず、[Report To File]（ファイルに報告）オプショ

ンが選択されている場合は、すべての周辺機器からデータが収集され、まだ

排他的使用の状態にある周辺機器についてはNULL値が返されます。注：ファ

イル  オプションが有効になっている場合、管理機能データは

C:\ProgramData\HP\RetailPeripheralAgent\*date&time*.datに保存されます。 

図1 

 
 

 [Retail Peripheral Threshold Alerts Setting]（リテール周辺機器のしきい値アラート設

定）：[HP Retail Peripheral Agent]では、デバイス情報を割り当てて収集するための

キー設定として、デバイスのLDN（論理デバイス名）が使用されます。このセクショ

ンには、サポートされるリテール周辺機器を、LDNを使用して管理一覧に割り当て

（追加または削除）、監視するしきい値をカスタマイズするためのオプションがあ

ります。HP製の周辺機器の場合、[HP Retail Peripheral Agent Configuration Utility]（HP 

Retail Peripheral Agent設定ユーティリティ）には、HP製の周辺機器のデバイスIDを

自動的に検出し、デバイスの初期設定のLDN（論理デバイス名）を設定一覧に割り

当てるためのロジックが搭載されています。デバイスのしきい値設定は、平均故障

間隔（MTBF）の仕様から設定一覧に値が自動的に入力されます。[HP Retail Peripheral 

Agent]は、36のUPOSデバイス クラスをすべてサポートし、同じデバイス クラスは

4つまでサポートします。 
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たとえば、図2では、リテール端末システムにHP H300レシート プリンターが接続

され、2つのHPスキャナー デバイス クラスがインストールされています。初期設定

では、これらのデバイスは設定ユーティリティによって検出され、LDNおよびしき

い値設定が構成プロファイルに自動的に入力されます。LDNとしきい値のフィール

ドは両方ともユーザーが希望するLDN/しきい値設定に編集できます。そのため、こ

れらのフィールド/設定を使用すると、他社製のリテール周辺機器や、LDN名をカス

タマイズしたHP製の周辺機器をサポートできます。注：しきい値フィールドの初期

設定値はHPのテスト用に入力されたものですので、ユーザーの仕様に合わせて変

更する必要があります。 

図2 
 

 

 
 [Device Monitor Setting]（デバイスの監視設定）：このセクションには、特定のUSB

デバイス接続の状態または任意のUSBデバイスを監視するためのオプションがあ

ります。デバイスが検出された場合やデバイスが取り外された場合にレポートを

生成する機能があります。端末がSMTPをサポートしている場合は、イベントを電

子メールでユーザーに直接通知することもできます。 

たとえば、図3の[Device Monitor Setting]（デバイスの監視設定）セクションの設定で

は、HPリニア スキャナーとHPキャッシュ ドロアーのデバイスIDが監視一覧に入力

されています。予期しない出来事によってデバイス接続が誤って取り外された場合

や、デバイスのケーブル長設計がUSBの仕様の範囲外だった場合、またはデバイス

のシグナル インテグリティに問題が発生した場合には、[HP Retail Peripheral Agent]

はそのイベントを記録し、TestUser@_.com 宛てに電子メールの通知を送信できます。 
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図3 

 
 

 

[HP Retail Peripheral Agent]サービスの情報 

[HP Retail Peripheral Agent]は、初期設定では起動時の遅延自動開始が設定されています。

[HP Retail Peripheral Agent]を手動で開始する場合、開始または停止のタイミングを管理し

たり、サービスのステータスを確認したりするために使用できる方法が2つあります。 

方法1：コマンド コンソールの使用 

1. [スタート]→[ファイル名を指定して実行]の順に選択し、「cmd」と入力して、Windows

のコマンド コンソールを開きます。 

2. サービスを開始するには、コマンド コンソールで「sc start “HP RPOS Agent Service”」

と入力します。 

3. サービスを停止するには、コマンド コンソールで「sc stop “HP RPOS Agent Service”」

と入力します。 

4. サービスのステータスを確認するには、コマンド コンソールで「sc query “HP RPOS 

Agent Service”」と入力します。 

 
方法2：Windowsのネイティブ サービス ツールの使用 

1. [スタート]→[ファイル名を指定して実行]の順に選択し、「services.msc」と入力します。 

2. サービスを開始するには、[HP RPOS Agent Service]サービスを右クリックして、[開

始]をクリックします。 
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3. サービスを停止するには、[HP RPOS Agent Service]サービスを右クリックして、[停

止]をクリックします。 

4. 起動時にサービスが自動的に開始されるように設定するには、[HP RPOS Agent 

Service]サービスを右クリックして、[プロパティ]を選択します。次のウィンドウの[全

般]タブで、[スタートアップの種類]ドロップダウン メニューから[自動]を選択します。

[適用]→[OK]の順にクリックして、ウィンドウを閉じます。 

 
注：[HP Retail Peripheral Agent]を使用するには、システム上に.Net Framework 4.6がイン

ストールされている必要があります。.Net Frameworkのバージョンが古いと、[HP Retail 

Peripheral Agent]をロードできない場合があります。[HP Retail Peripheral Agent]サービス

と[HP TechPulse]サービスは両方とも、核心的な依存関係が正常にロードされることを

保証するために、開始が遅延するように設計されています。システムの起動中にサー

ビス管理クエリを呼び出すと、サービスは停止していると返されます。サービスが開

始するには、遅延開始のための時間が必要です。サービスが実行されていないと表示

され続ける場合は、システムのイベント ビューアーで詳細を確認してください。 

 

 
リテール デバイスのプロパティおよび統計値の更新 

[HP Retail Peripheral Agent]は、標準的なUPOSモデルおよび仕様を使用して管理機能デー

タを収集します。[HP Retail Peripheral Agent]は、リテール周辺機器のプロパティおよび

使用統計を1日に1回収集するように設計されています。UPOSの仕様に基づいて、排他

的に使用されるすべてのデバイスがUPOS管理機能フィールド データの収集に利用で

きるようにする必要があります。リテール周辺機器が毎日キャプチャされることを保

証するため、RPOSソフトウェアが管理機能データを収集する前に、管理対象の周辺機

器ごとに確定メソッドを実行することをおすすめします。確定メソッドが実行される

と、下記のさまざまなメソッドを使用して手動で[HP Retail Peripheral Agent]サービスを

呼び出し、データを収集できます。 

以下の方法のどれかを使用すると、システムに接続されたすべてのデバイスが再ス

キャンされます。 

- [HP TechPulse]のためにデバイスの管理機能情報を手動で収集（暗号化された

jsonデータ ファイル ストアを「C:\ProgramData\HP\HP Touchpoint Analytics 

Client\External Apps\Dataclass\HP RPOS」に生成）するには、コマンドラインで「sc 

control “HP RPOS Agent Service” 255」と入力して、サービス管理オプションを

実行します。または、コンテンツをローカルに保存する代替管理ソリューショ

ンでは、「sc control “HP Retail Peripheral Agent Service” 155」と入力します。注： 

生成されたデータをDaaSポータルから参照するには、動作状態の[HP TechPulse]

サービスが必要です。[HP TechPulse]について詳しくは、外部リンク

http://www.hp.com/go/daas/ （英語サイト）を参照してください。 

 

http://www.hp.com/go/daas/
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 「sc control “HP RPOS Agent Service” 255」コマンドライン文字列は、

バッチ ファイルを使用してWindowsの起動時に挿入することも、UPOS確

定メソッドの実行後（ストアのシフト変更時、閉店時、またはリテール

POSアプリケーションの終了時など）に挿入することもできます。 

a. リテール周辺機器が24時間排他的に使用される場合や、

RPOSソフトウェアが確定メソッドを実行できない場合には、

Windowsのログオフ時にサービス管理呼び出しを挿入するこ

とをおすすめします。これによって、[HP Retail Peripheral 

Agent]はメンテナンス（Windows Update、メニューの更新な

ど）のためにPCの再起動、PCのシャットダウン、または

Windowsユーザーのログオフが実行されるたびにデータを収

集できます。RPOSソフトウェアはWindowsのログオフ プロセ

ス中にリテール周辺機器の排他的使用を解除するため、[HP 

Retail Peripheral Agent]サービスおよび[HP TechPulse]サービス

は管理機能情報を収集できます。 

 

Windowsのログオフ時に挿入するには、以下の操作を行います。 

 「gpedit.msc」を実行します。 

 [ユーザーの構成]→[Windowsの設定]→[スクリプト]→

[ログオフ]の順に選択します。 

 [追加]オプションを選択し、図に示すように以下の文

字列を入力します。 

C:\Program Files (x86)\HP\HP Retail Peripheral 

Agent\DCollect.bat 
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b. 動的な環境でリテール周辺機器が排他的に使用されている
場合は、図4に示すように、[HP Retail Peripheral Agent]が特定

の時間にデバイス情報を取得するように構成できます。注：

RPOSソフトウェアと[HP Retail Peripheral Agent]が同時にリ

テール周辺機器を制御しようとする競合状態を回避するた

めに、端末が管理対象のすべてのリテール周辺機器の制御を

解放している時間を設定する必要があります。 
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図4 

 
 

c. リテールPOSアプリケーション プロバイダーの許可を得て、

データ収集のタイミングを制御する代替の時間主導型プロ

セスを使用する場合は、Windowsの[タスク スケジューラ]機

能を使用して、リテールPOSアプリケーション/端末と連携で

きる時間を設定することをおすすめします。このプロセスを

確立するために、小売店は毎日の処理を妨げずにリテール

POSアプリケーションを終了して再起動できる最適な時間に

ついて助言する必要があります。詳細に検証することを強く

おすすめします。また、プロバイダーの承認も必要です。使

用されるアプリケーションによってはアプリケーションの

スレッド終了がデータベースに影響する場合があり、続行す

る前に詳細に検証する必要があります。時間が確定したら、

コマンドライン  プロセスを使用してリテールPOSアプリ

ケーションを閉じることができます。これによって、周辺機

器の排他的使用が解除されます。次に、「sc control “HP RPOS 

Agent Service” 255」または「sc control “HP RPOS Agent Service” 

155」を実行して、周辺機器のデータを収集します。 
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データが正常に収集されたら、追加のコマンドライン ロジッ

クを実行してリテールPOSアプリケーションを再起動し、ア

プリケーションを当初の状態および形態に戻すことができ

ます。以下に手順の例を示します。 

 Windowsのタスク  スケジューラ  アプリケーション

（taskschd.msc）を実行します。 

 新しいタスクを作成するためのオプションを選択します。 
 

 

 

 データを収集するための希望のトリガー ポイント/日時

をセットアップします。 
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 リテールPOSアプリケーションを終了し、データ収集コ

マンドを実行するバッチ ファイルを設定します。バッチ 

ファイル C:\Program Files (x86)\HP\HP Retail Peripheral 

Agent\DCollect_Taskcheduler.batを参照してください。 
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- sc control “HP RPOS Agent Service” 155。代替の管理機能ソリューションとして

デバイスの管理機能情報を手動で収集（データ ファイル ストア

C:\ProgramData\HP\RetailPeripheralAgent\*date&time*.datを生成）するには、コマン

ドライン文字列「sc control “HP RPOS Agent Service” 155」を実行して、サービ

ス管理オプションを実行します。注：周辺機器のデータがHP DaaSポータルに表

示されないことに関して疑問がある場合、この追加機能は[HP Retail Peripheral 

Agent]側と[HP TechPulse]側のどちらに問題があるのかを判断するためのデバッ

グ手順として使用できます。ファイルが正常に作成されるがDaaSポータルには

表示されない場合、問題は[HP TechPulse]側にあります。データ ファイルが生成

されない場合は、[HP Retail Peripheral Agent]側のローカルな問題です。トラブル

シューティングについては、「FAQ」セクションを参照してください。 

 

管理機能フィールド 

 
周辺機器のオブジェクトPOS（OPOS）プロパティは、UPOSの初期化メソッドが正常に実行

されたときに、デバイスの統計取得メソッドおよびプロパティの正常な戻り呼び出しとと

もに利用できます。下記の管理機能情報の表は、HP RPOSが分析のために収集する内容で

す。[HP Retail Peripheral Agent]は、36のリテール デバイス クラスすべてについて、一般的

な統計フィールド（下記の太字）をサポートしています。 

 

DateTime ISO 8601切り詰め表現（ローカル システム時間）YYYYMMDDThhmmss 

BUSerialNumber ベース ユニットのシリアル番号（wmic biosはserialnumberを取得） 

DeviceCategory 
デバイスのカテゴリ（36のリテール デバイス クラス）。 

（UPOSのretrieveStatisticsメソッド：DeviceCategory） 

PeripheralID 

HP製の周辺機器は、周辺機器のリビジョンIDおよびシリアル番号を取得

します（UPOSのretrieveStatisticsメソッド：SerialNumber） 

 

HP製以外の周辺機器は、UPOSの取得コマンドから周辺機器のシリアル番

号を取得します 

LogicalDeviceName 
デバイスの要求に使用される論理名をレポートします（UPOSのメソッ

ド：LogicalDeviceName） 

DeviceControlVersion 
周辺機器の制御ドライバーのバージョン（UPOSのプロパティ：

DeviceControlVersion） 

DeviceControlInstallPath 
制御ドライバーのインストール パス（UPOSのプロパティ：

DeviceControlDescription） 

DeviceServiceVersion 
周辺機器のサービス ドライバーのバージョン（UPOSのプロパティ：

DeviceServiceVersion） 

DeviceServiceIntallPath 
サービス ドライバーのインストール パス（UPOSのプロパティ：

DeviceServiceDescription） 
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DeviceCoreDriver 
HP製の周辺機器は、yes installedまたはmissing core driver stackを返します 

HP製以外の周辺機器はNULLを返します 

HPHWMode 
現在のHWインターフェイス（HP製の周辺機器専用のデータ フィール

ド）HP製以外の周辺機器はNULLを返します 

FirmwareRevision 

周辺機器のデバイス ファームウェア バージョン文字列（存在する場合）

/FW内のプログラム（UPOSのretrieveStatisticsメソッド：

FirmwareRevision） 

ManufacturerName 

周辺機器のデバイス製造元名の文字列（存在する場合）/FW内のプログ

ラム（UPOSのretrieveStatisticsメソッド：ManufacturerName） 

HP製の周辺機器はNULLを返します 

ModelName 

周辺機器のデバイス モデル名の文字列（存在する場合）/FW内のプログ

ラム（UPOSのretrieveStatisticsメソッド：ModelName） 

HP製の周辺機器はNULLを返します 

ManufactureDate 
周辺機器のデバイス製造日の文字列（存在する場合）/FW内のプログラ

ム（UPOSのretrieveStatisticsメソッド：ManufactureDate） 

DeviceName 

HP製の周辺機器：物理デバイスの識別子 

HP製の周辺機器：このフィールドはモデル/製造フィールドを置き換え

ます。（デバイスIDに基づいて）HPデバイスの場合、ロジックはHPの商

品名に対応します 

HPデバイス以外では、次の情報を引き出します（UPOSのretrieveStatistics

メソッド：PhysicalDeviceDescription） 

CheckHealthStatusResultCode 
デバイス接続についてデバイスの内部ヘルス チェックを実行し、結果

コードをレポートします 

CheckHealthStatusResultCodeExtended 
デバイス接続についてデバイスの内部ヘルス チェックを実行し、拡張結

果コードをレポートします 

HoursPoweredCount 電源が入っている時間数 

PaperCutCount 
 

用紙カットの回数 

ReceiptLinePrintedCount 印刷されたレシートの行数 

GoodScanCount 正常に行われたスキャンの回数 

GoodReadCount 
 

正常に行われた読み取りの回数 

ThresholdPowerHourCount 
すべてのUPOSデバイス クラスについてPowerHourCountの値が設定されて

いる場合、しきい値設定が含まれます 

ThresholdPrintedLinesCount 
POSPrinterおよびFiscalPrinterデバイス クラスについてPaperLinesCountの値

が設定されている場合、しきい値設定が含まれます 

ThresholdPaperCutCount 
POSPrinterおよびFiscalPrinterデバイス クラスについてPaperCutCountの値

が設定されている場合、しきい値設定が含まれます 

ThresholdGoodScanCount 
Scannerデバイス クラスについてGoodScanCountの値が設定されている場

合、しきい値設定が含まれます 

ThresholdGoodReadCount 
MSR、MICR、ImageScannerデバイス クラスについてGoodReadCountの値が

設定されている場合、しきい値設定が含まれます 
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注：このリリースでは、以下のデバイス クラスについての追加フィールドはサポートされ

ません。 

UnifiedPOSデバイス プログラム名

（V.1.14.1） 

 

将来検討するためのその他の一意のフィールド 

Biometrics 
SuccessfulMatchCount 

UnsuccessfulMatchCount 

CashDrawer 
DrawerGoodOpenCount 

DrawerFailedOpenCount 

ElectronicJournal 
WriteCount 

FailedWriteCount 

ImageScanner 

 

SessionCount 

FailedReadCount 

Keylock LockPositionChangeCount 

LineDisplay OnlineTransitionCount 

MICR 

 

 

FailedReadCount 

MotionSensor MotionEventCount 

MSR 

 

 

FailedReadCount 

PINPad 
ValidPINEntryCount 

InvalidPINEntryCount 

POSKeyboard KeyPressedCount 

POSPrinter 

 

Scale GoodWeightReadCount 

Scanner 

 

 

SessionCount 

SignatureCapture 
FailedSignatureReadCount 

GoodSignatureReadCount 

ToneIndicator ToneSoundedCount 

 

 

HPの現在のデバイス サポート一覧 

リテール管理機能データをサポートするために、デバイス ドライバーおよびデバイスFW

は、UPOS管理機能モデルをサポートするように設計する必要があります。以下の表のデバ
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イスはUPOS管理機能データをサポートしていることが確認されています。注：これらのデ

バイスがサポート一覧に記載されている場合でも、動作モードも同様にサポートされてい

る必要があります。たとえば、バーコード スキャナーが「キーボード モード」でプログ

ラムされている場合、UPOSドライバー スタックがデバイスのFWにアクセスしてUPOS管理

機能データを取得することはできません。 
 
 

デバイス名 論理デバイス名（LDN） 製品番号 コメント 

バーコード スキャナー、注：キーボード モードではサポートされません 

HP Engage Go Mobile Systemバーコード  

スキャナー 
N660X-HP なし 

バ ー ジ ョ ン

1.14.0.18以降のド

ライバーが必要

です 

HP Engage One 2Dバーコード スキャナー N3680-HP 1RL97AA 

HP Engage One W 2Dバーコード スキャナー N3680-HP 3GS20AA 

HPイメージング バーコード スキャナー HPImagerScanner 
BW868AA / 

BW868AT 

 

HPリニア バーコード スキャナー HPLinearScanner 
QY405AA / 

QY405AT 

 

HPリニア バーコード スキャナーII HPLinearScanner Z1Z36AA  

HPプレゼンテーション バーコード  

スキャナー 
HPPresentationScanner 

QY439AA / 

QY439AT 

 

HPリテール インテグレーテッド バーコード 

スキャナー 

HPIntegratedImaging 

BarcodeScanner 
E1L07AA / E1L07AT 

 

HP RP9内蔵バーコード スキャナー：ボトム HPIntegratedSLImgScn N3R60AA  

HP RP9内蔵バーコード スキャナー：サイド HPIntegratedSLImgScn 
N3R61AA / 

N3R61AT 

 

HP Value 2Dワイヤレス スキャナー HPQSWirelessScanner K3L28AA / K3L28AT  

HP無線バーコード スキャナー HPWirelessBTScanner E6P34AA / E6P34AT  

キャッシュ ドロアー 

HPフリップトップ型キャッシュ ドロアー 

 

BW867AA / 

BW867AT 
RJ12キャッシュ 

ドロアーの管理

機能サポートは

ホストに依存し

ます 

HPヘビー デューティー キャッシュ ドロアー FK182AA / FK182AT 

HPスタンダード デューティー キャッシュ  

ドロアー 

QT457AA / 

QT457AT 

HP Valueキャッシュ ドロアー 4AK35AA 

ライン ディスプレイ 

HP Engage Oneトップ マウント型2×20 CFD HPTD620Display 1RL95AA  

HP Engage One Wトップ マウント型2×20 CFD HPTD620Display 3GS18AA  

HPリテール版一体型2x20コンプレックス HPLCM960Display G7G29AA 

FW 1.65.10以降が

必要です 

HP RP9 2x20 LCDトップ マウント（アームなし） HPLM940Display X3K01AA 

HP RP9内蔵2x20ディスプレイ ボトム 

（アームあり） 
HPLM940Display N3R58AA 

HP RP9内蔵2x20ディスプレイ トップ 

（アームあり） 
HPLM940Display 

P5A55AA / 

P5A55AT 

MSR 

HP Engage Go Mobile System MSR HPSinglenoSRDMSR なし 
v3.29より前のド

ライバー  スタッ

クでは、昇格した

権限で設計する、

または管理者権

限で実行するた

HP Engage One MSR HPSinglenoSRDMSR なし 

HPリテール内蔵デュアル ヘッド 

磁気ストライプ リーダー 

HPUSBDualMSR 

HPUSBDualEncryptMSR 
QZ673AA / QZ673AT 

ElitePad用HPリテール ジャケットMSR HPUSBShecMSR E6R78AA / E6R78AT 

ElitePad用HPリテール ジャケット 

（バッテリ付き）MSR 
HPUSBShecMSR E6R79AA / E6R79AT 
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HP RP2内蔵シングル ヘッドMSR（SREDなし） HPSinglenoSRDMSR J1A33AA / J1A33AT めに ISVが必要で

す HP RP7シングル ヘッド磁気ストライプ  

リーダー（SREDなし） 
HPSinglenoSRDMSR K1K15AA / K1K15AT 

HP RP9内蔵デュアル ヘッドMSR 
HPUSBDualMSR 

HPUSBDualEncryptMSR 
Y3U27AA 

HP RP9内蔵シングル ヘッドMSR HPSinglenoSRDMSR N3R63AA 

HP USBミニ磁気ストライプ リーダー 

（ブラケット付き） 
HPUSBMiniMSR FK186AA / FK186AT 

POSプリンター 

Epson H2000 PUSBプリンター TM-H2000U K3L29AA / K3L29AT  

Epson TM 2000プリンター TM-2000 
K3L299AA / 

K3L299AT 

Epson TM-88V PUSBプリンター TM-T88VU 
E1Q93AA / 

E1Q93AT 

Epson TM-88Vシリアル/USBプリンター TM-T88V 
D9Z52AA / 

D9Z52AT 

Epson TM-88VIシリアルEthernetプリンター TM-T88VI 2HV26AA 

Epson TM-88VIシリアルEthernet USBプリンター TM-T88VIU 2HV25AA 

Epson TM-H600IV PUSBプリンター TM-H6000IVU 
D9Z51AA / 

D9Z51AT 

Epson TM-M30プリンター TM-m30U 2HV27AA 

HPデュアル シリアル/USBサーマル レシート 

プリンター 
A799 

BM476AA / 

BM476AT 

HP Engage Oneカラム プリンター H300 なし 

HP Engage Oneシリアル/USBサーマル  

プリンター 
H300 1RL96AA / 1RL96AT 

HP Engage One Wシリアル/USBサーマル 

プリンター 
H300 3GS19AA 

HPハイブリッドPOSプリンター 

（MICR II付属） 
A776 

X3D36AA / 

X3D36AT 

HPハイブリッド サーマル プリンター 

（MICR付属） 
A776 FK184AA / FK184AT 

HP LANサーマル レシート プリンター A799 M2D54AA 

HPサーマル レシート プリンター（PUSB用） A799 FK224AA / FK224AT 

HP USBレシート プリンター A794 EY023AA 

HP Valueレシート プリンター（PUSB用） A798 
F7M67AA / 

F7M67AT 

HP Valueシリアル/USBレシート プリンター A798 
F7M66AA / 

F7M66AT 

HP Valueシリアル/USBレシート プリンターII A798 X3B46AA / X3B46AT 
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既知の動作 
1)  [HP Retail Peripheral Agent]が情報を抽出する前にアプリケーションが周辺機器の

OPOSドライバーを排他的に使用した場合は、その周辺機器のプロパティを取得で

きません。周辺機器のOPOSおよびサービス ドライバーを解放する必要があります。

また、情報を更新するには、再起動、デバイスの再接続、または更新コマンドを実

行する必要があります。これは、UPOS仕様の現在の実装に従って予期される動作

です。 

 

2) [HP Retail Peripheral Agent]で周辺機器を構成した場合、後からユーザーがデバイス

を取り外しても設定は構成一覧に表示され続けます。[Retail Peripheral Threshold 

Alerts Setting]（リテール周辺機器のしきい値アラート設定）で[Refresh]（更新）ボ

タンをクリックしても、取り外された周辺機器のLNDはLNDフィールドに残ります。

デバイスが構成されると、[HP Retail Peripheral Agent]は手動モードで設定されます。

構成一覧を更新するには、LNDフィールドで周辺機器のLNDを削除する必要があり

ます。 

3) それぞれの周辺機器は、さまざまな通信モード（単方向または双方向）で動作する
ようにプログラム/設定できます。デバイスがUPOS管理機能モデルをサポートして

いるが、UPOS管理機能モードをサポートしていない通信モード（つまり、OPOSド

ライバーがサポートされないキーボード モード）で動作している場合、[HP Retail 

Peripheral Agent]は管理機能データを生成できません。デバイスが双方向モードで

あり、UPOSドライバー スタックがサポートされていない場合、[HP Retail Peripheral 

Agent]は管理機能データを生成できません。前提条件を満たすには、デバイスは

UPOSドライバー スタックをサポートできる通信モードで動作する必要があります。 

 

たとえば、あるUSBスキャナー モデルは以下の通信モードの動作に設定できます。 

 

 COMモード（COMプロトコルへの仮想USB）：通信するためにUPOSドライバー ス

タックが必要な双方向モードまたはシリアル プロトコルへの直接接続（つまり、

HyperTerminalを使用）で動作して、デバイスを排他的に使用します。注：この

モードをサポートしていないUPOSドライバー スタックもあります。サポート

情報については、デバイスの供給元に問い合わせてください。 

 HIDモード：通信するためにUPOSドライバー スタックが必要な双方向モード

で動作します。注：このモードをサポートしていないUPOSドライバー スタッ

クもあります。サポート情報については、デバイスの供給元に問い合わせて

ください。 

 キーボード モード：単方向モードの通信で動作します。ソフトウェアはデバイ

スのFWから入力を受け取ることはできますが、デバイスのFWに書き込むこと

はできません。このモードでは単方向の通信が行われるため、ほとんどの周辺

機器は、正常スキャンの回数や通電時間などの使用状況データを増加させるこ

とができません。通常、データはFWに格納されます。   
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 複合モード：このモードの通信は、HIDモードとキーボード モードの両方の機

能を1つに組み合わせています。注：このモードをサポートしていないUPOSド

ライバー スタックもあります。サポート情報については、デバイスの供給元に

問い合わせてください。 

 

4) データを更新しようとしたときにデバイスの要求に失敗したりデバイスが取り外
されたりした場合、データベースには古いプロパティ データが存在します。最新

のデータについては、本書の「リテール デバイスのプロパティおよび統計値の更

新」セクションを参照してください。 

 デバイスのFWを使用して管理機能データを保存するデバイスでは、デバイスの

FWレジスターへの継続的な書き込みを避けるため、一部のフィールドでカウン

ターの反映が遅延する場合があります。正確な情報にこのような遅延が発生し

た場合は、供給元に問い合わせてください。たとえば、あるデバイスではカウ

ンター レジスターに書き込みを行うまでに1時間のアップタイムがあり、デバ

イスのFWにリアルタイムで継続的に書き込みを行うロジックは実装されてい

ません。 

 

FAQ 

[HP Retail Peripheral Agent]のインストール時にはどのような質問をされ、どのような情報

が収集されますか? 

周辺機器およびISVモデルは前提条件を満たしていますか? 以下に例を示します。 

使用する周辺機器はUPOS管理機能モデルをサポートしていますか?  

ISVソリューションはサポート対象のオペレーティング システム（OS）環境で動

作しますか? 

各端末へのHP DaaSソリューションをサポートするために、リテール端末はイン

ターネット ポート80および443を使用できますか? 

ISVソリューションは.Net Framework v4.6以降と互換性がありますか? 

すべての回答が「はい」の場合は次の質問に進みます。それ以外の場合、この

ソリューションは展開される環境に適合しない可能性があります。 

お客様が[HP Retail Peripheral Agent]で監視したい周辺機器の一覧はどれですか? 

各周辺機器に割り当てられたLDN（論理デバイス名）は何ですか? 

リテール端末ソフトウェアがリテール周辺機器を30秒以上独占的に使用しない時

間は1日の中にありますか? 

- この時間を決定し、周辺機器のデータを収集するために使用できる時間を
[HP Retail Peripheral Agent]に設定します。 

- ISVロジックがすべての周辺機器に対して24時間アクセスするように設計さ

れている場合は、本書の「リテール デバイスのプロパティおよび統計値の

更新」セクションを参照してください。 
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他社製の周辺機器に制限はありますか? 

リテール デバイスがUPOS仕様の管理機能部分に準拠している場合は、[HP Retail 

Peripheral Agent]と互換性があります。 

 
[HP Retail Peripheral Agent]を使用するために[HP TechPulse]は必要ですか? 

いいえ。[HP Retail Peripheral Agent]はスタンドアロンで使用することも、他の管理機能

アプリケーションとともに使用することもできます。 

 
リテール周辺機器の統計データについて、毎日のキャプチャが実行されるタイミングは制

御できますか? 

ユーザーは設定ユーティリティを使用して開始時刻を変更できます。現在、初期設定

は午前3:00になっています。開始時刻は、RPOSソフトウェアが情報を取得する場合に

適したタイミングに変更できます。 

 
リテール周辺機器の毎日のキャプチャを実行する場合にかかる時間はどれだけですか? 

構成する必要がある管理対象の周辺機器の数に依存します。平均すると、ほとんどの

周辺機器は約2～4秒、レシート プリンターの場合は約5～9秒です。この時間は、周辺

機器がデバイスのFWと通信するための主要プロトコルおよび取得するデータの量に

よって変わります。 たとえば、デバイスがシリアル デバイスであり、ボーレートが

9600以下である場合は、バス速度が高速なUSB HID上のデバイスよりも情報取得時の遅

延が長くなります。 

 
周辺機器のデータが収集されたことはどのように確認できますか? 

[HP TechPulse]はデバイスの管理機能情報を「C:\ProgramData\HP\HP Touchpoint Analytics 

Client\External Apps\Metadata\HP RPOS」に収集します。ローカル ファイル生成オプショ

ンでは、C:\ProgramData\HP\RetailPeripheralAgent\*date&time*.datに保存されます。手動ト

リガーまたは[HP Retail Peripheral Agent]の時間間隔トリガーでは、jsonファイル拡張子

の作成時間がトリガーの実行時間に一致している場合、[HP Retail Peripheral Agent]が

データを正常に収集したことを示します。 

 
リテール周辺機器が現在リテールPOSアプリケーションによって排他的に使用されてい

るかどうかを判定する方法はありますか? 

確認する方法の1つは、供給元が提供する2つのOPOSテスト ユーティリティを使用する

か、RPOSソフトウェアおよびOPOSテスト ユーティリティを使用する方法です。両方の

ユーティリティが同時に周辺機器の排他的使用を要求することはできません。注：リ

テール デバイス カテゴリがすべて排他的使用デバイスというわけではありません。詳

しくは、UPOSの仕様を参照してください。 
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リテール周辺機器が動作状態になく、その結果[HP Retail Peripheral Agent]がリテール周辺

機器から良好なデータを収集できなくなっていることを判定する方法はありますか? 

[HP Retail Peripheral Agent]および[HP DaaS]のアナリティクスまたはプロアクティブ管理

のサービスが「実行」ステータスにあることを確認します。「実行」ステータスにない

場合は、イベント ビューアーでエラー ログを確認し、コントロール パネルの追加/削

除セクションで両方のアプリケーションがインストールされていることを確認します。

サービスのステータスを確認するためのコマンドラインは以下のとおりです。 

sc query “HP RPOS Agent Service” 

sc query "HPTouchpointAnalyticsService" 

 

デバイスが物理的に接続され、適切なデバイス コア ドライバー（システムのデバイス 

マネージャーに表示されるデバイス ドライバー）が正常な状態にあることを確認しま

す。デバイスのテスト ユーティリティは当該の環境で機能しますか? 機能しない場合

は、供給元のドライバー スタックを確認してください。機能する場合は、より詳細な

デバッグを行うことができます。通常はデバイス製造元が提供するサービス ドライ

バー内のデバッグ ファイルを検索します。または、ISVと連携して、制御レイヤーのデ

バッグ バージョンをインストールして結果を分析できるかどうかを確認します。 

 
[HP Retail Peripheral Agent]はWindowsのJavaPOS RPOSソフトウェアとともに使用できますか? 

はい。同じデバイス クラスのOPOSおよびJavaPOSドライバー スタックは、同じWindows 

OS環境で共存できます。[HP Retail Peripheral Agent]は今までどおりOPOSドライバー モ

デルを使用して管理機能データを収集できます。 
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